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概要 

新型コロナウイルス感染防止対策が必要となる「新しい生活様式」においては、段階的な外出緩
和を行いつつ、人の集中を避けた生活様式を模索する社会情勢下、キャンパス外の活動機会が増え
ると想定される。そのような状況下での教育研究活動において、学生・教職員に対して通信事業者
が提供する公衆無線 LAN サービス利用を支援しつつ、その利活用を早期に把握することは喫緊の課
題である。特に、コロナ禍において外出自粛レベルや社会的気運の推移による学生・教職員の移動
実態の変化を把握し、将来における大学の新しい通信インフラサービス導入の検討に活用できると

も考えられる。そこで本稿では、通信事業者が提供する公衆無線 LAN サービスを全学へ展開し、共
同で実証した結果を報告する。 
 

1  はじめに 

 我が国では、2020 年より第 5世代移動通信シ
ステム 5G の実サービスが開始され、今までに
無いより高速かつ広帯域の移動体ネットワーク

インフラが、複数の携帯通信キャリアによって
展開が進められている。5G は、まずは大都市圏
を中心に整備され、またその展開の動向から自
治体や企業・組織のニーズに合わせた 5G の通信
インフラを利用するためのローカル 5G と呼ば
れる商用サービスへの準備も進められている。

この様な通信事業者による携帯ネットワーク網
である 5G のような通信インフラを、今後大学キ
ャンパス等への導入・展開を見据え、大学独自
で設計、構築されてきたネットワークとシーム
レスに連携することが可能であるかどうかを早
期に検討しておくことは喫緊の課題である。 

ところで、現代の人類においては誰も経験し
たことがないコロナ禍では、移動がある程度制
限されるなど生活において難を強いられる等、
この数ヶ月において人間の行動そのものが大き
く変わることとなった。例えば、教育機関にお
いては卒業式が急遽取りやめとなり、また入学

式も開かれることなく授業期間に突入すること
となった。特に高等教育機関においては、ある

程度距離のある居住地から通学される学生が一
斉に集合する、あるいは 100 名以上や様々な学

部からの履修者によって構成されている教養科
目などの講義も多く設定されており、そのリス
ク等から対面授業を原則実施することは困難で
あるとされ、全面的にオンライン講義に切り替
える等の措置がとられた。これにより、多くの
学生たちがオンライン授業のための半ば強制的

にネットワーク環境を用意することを強いられ
ることにもなった。特に、動画像データを連続
的に送受信する必要があるためスマートフォン
やタブレット利用における通信事業者との一般
的な契約ではデータ転送量の制限にかかる等の
理由から、ネットワーク常時接続の契約等の負

担を負わせることとなり、これは 1 つの社会問
題として多くのメディアで報じられたところで
ある。この問題に対応するため一部の教育機関
では、ある程度の台数の Wi-Fiルータを確保し、
学生に提供するなど暫定的に対応されるといっ
た事例はあったものの、当初の年度予算に計上

されていなかったことや、全国の教育機関から
の要請により相当数の Wi-Fi ルータの納品のめ
どが全くつかない等々、それらの調達および提
供における情報システム部門における現場の負
荷は相当のものとなった。 



これらの状況を踏まえ、我々は早期から通信
事業者による通信サービスについて検討を開始

してきた。そこで、2020東京オリンピック・パ
ラリンピックを一つのトリガーとして全国的に
整備が加速され、すでに私たちの生活の一部と
もなりつつある公衆無線 LAN サービスに着目し
た。大学において、この公衆無線 LAN Service
を導入し、その利活用について検討を進め、通

信事業者により提供されている公衆無線 LAN サ
ービスについて以下の視点で調査を実施した。 

 
・どの程度、学生および教職員にとって導入し
やすく、また利用が可能であるのか 
・大学における全ての構成員におけるネットワ

ーク利用がこのような新しい通信サービス導入
の試みによりその利用に対する変容がありうる
のか 
・公衆無線 LAN サービスが安全に利用できるア
プリやミドルウェアの提供があるのか 
・コロナ禍において大学外においても大学が提

供するネットワークをどう活用していけるのか 
 
上述した項目を調査することを目的とした共同
研究を、株式会社ワイヤ・アンド・ワイヤレス
社（以降 Wi2 社と呼ぶ）と開始した。Wi2 社が提
供する公衆無線 LAN サービスおよびギガぞうア

プリ[1]を利用することで WPA2-EAP 方式や VPN
接続が可能となり、セキュアな通信インフラを
用いて大学キャンパス外での教育・研究でのネ
ットワーク環境の構築の検討が可能となる。 

 

 
図 1：公衆無線 LAN接続頻度イメージ 

 
 それだけでなく、スマートフォンやタブレッ
トを用いて大容量のデータ通信を行うことによ
り、例えば LTEではすぐに通信量の限度を超え
ること等が予想されることから、全国どこでも
主要な場所に設置されているホットスポットに

さえ行けば大容量のデータ通信を行えることは、
学生・教職員において通信容量の点においてネ
ット利用の安心にも繋がると期待される。 

2  公衆無線 LANサービスの学内展開 

2.1 ODINSと公衆無線 LANサービス 
大阪大学は、大阪大学総合情報通信システム

(ODINS)を整備しており、その 1つのサービスと
して専用の無線 LAN サービスが提供されており、
キャンパス内では自由にインターネットに接続
できる環境にある。執筆時点(2020 年 9 月末)に
おいて、新型コロナ対策により大幅に外出緩和
が進みつつあり、人の密集等を避けた「新しい

生活様式」を模索する社会情勢の中である。し
かしながら、ほとんどの大学においては学生が
キャンパスに完全に自由に登校することが容易
な状況には未だ至ってはいない。このような状
況下であることから、当面の間はデジタルメデ
ィアを活用したオンライン教育に焦点を当てた

より一層の通信インフラ環境整備は大学におけ
る取り組むべき最優先の課題の 1つである。 

そこで本共同研究における実証調査において
は、Wi2 社が提供する公衆無線 LAN サービスと
VPN アプリ（詳細は後述）を活用し、大阪大学に
所属する全ての構成員（学生・教職員）に接続

用アカウントの IDとパスワードを発行、利用し
てもらうこととし、様々な利活用調査と実証検
証を試みた。 
接続対象デバイスは、Wi-Fi の規格に準じた

通信が可能なものであれば全て可能とし、スマ
ートフォンやタブレットだけに限定せず、ラッ

プトップ PC や類するデバイス等、利用者自身
で好きなように接続し、自由に利用して良いこ
ととした。また、利用者は特殊な設定をする必
要はなく、接続先の公衆無線 LAN サービスの
SSIDを登録するのみである（アプリをインスト
ールすれば自動的にこの作業も不要）。この初期

設定作業を完了するのみで、Wi2 社が提供する
ホットスポット（駅など公共の場、ショッピン
グセンター等）を利用して、Web 閲覧だけでな
く動画などへのアクセスも自由に利用すること
が可能となる。図 2 は、Wi2 社が提供する公衆
無線 LAN サービスが利用可能なエリアを示すス

テッカーである。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 2 利用可能エリアを示すステッカー 
 

 
 
 



2.2 被験者への公衆無線 LAN サービス提供方法
（アプリ導入）とプライバシー 

研究実施者となる解析側においては、特定の
個人を識別する情報は一切持たず、取得された
全データ中に存在する不特定の１ユーザとして
扱い、公衆無線 LAN サービスへのアクセス状態

や接続頻度、大まかな行動（接続先 AP）情報、
サービスの利用動向のみに調査を限定して実施
した。併せて、本サービス利用は共同研究によ
る実証実験の一環であることから、そのサービ
ス利用期間は、2021 年 3 月 31 日までと限定す
るとともに、歩きスマホの禁止など一般的なス

マートフォンの利用マナーやルールに従ってい
ただくことを利用条件とした。さらに、利用者
側の通信情報のセキュリティを高めるために、
Wi2 社が提供する VPN サービス（ギガぞう）の
利用を推奨とした（有償サービスであるが本研
究においては被験者は無償で利用可能）。図 3は、

ギガぞうアプリで接続中のスナップショットで
ある。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
図 3:ギガぞうアプリでの VPN接続画面例 

 
2.2 被験者への接続用 IDとパスワード発行方法 

 本実証は、大阪大学に在籍する学生・教職員

を対象とし、接続用アカウントである ID/パス

ワードの提供方法について様々な検討を事前に

行った。ID やパスワードが含まれる等、そのセ

キュリティを考慮した配布方法が必要とされる

ため、本学において成績管理などの運用に経験

が豊富である CLE（大阪大学授業支援システム）

を利用して、アカウント情報を提供した。図 4
は、CLE を用いてサービス利用のためのアカウ

ント発行画面例を示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4:CLEを利用したアカウント提供画面例 

3 公衆無線LANサービス導入による実証
調査 

2020 年 8 月 4 日に本実証に関する共同のプ

レスリリース[2]を出し、その日より学内構成員

向けにアカウント発行を行うとともに、本取り

組みに関するホームページにて利用方法や注意

点、問い合わせ先等を掲示した。なお、執筆時

点において問い合わせは受けておらず、利用者

が接続できないなどのトラブルは起きていない

ものと推察される。 
 

3.1 接続利用状況 
 本共同実証開始 8月 4日から 9月末までの利

用状況を表１に示す。ここで示した利用状況は、

利用されている ID 数、端末数、接続回数、総接

続時間、総通信容量（送信＋受信）からなる。

この時点までに利用された ID の総数は 99 であ

った。なお、利用状況の集計においては、iOS ア

ップデート等に伴い MAC アドレスランダム化

が増えているという状況から利用端末数は確実

な値であるとは言えないが、MAC アドレスをベ

ースとして暫定的に調査ログより端末数を決定

した。 



 
 

8月 9月 

利用 ID 数 84ID 92ID (合計 99ID) 

利用端末数 147台 249台 

接続回数 5,019回 9,570回 

総接続時間 379時間 777時間 

総通信容量

(送信+受信) 
35.3GBytes 63.0GBytes 

 表 1: 月別利用状況 
 
 8 月においては、本実証開始ということもあ

り、それほど多くの利用は見込めなかった。な

お、動画像データを利用率の指標とした場合、

その一例である zoom の場合、ビデオ映像あり

のデータ通信量は 1 時間でおおよそ 600MB と

されていることから 8 月は約 60 時間、90 分 1
コマ授業換算とすると 40 コマ授業分の利用、一

方 9月になると約 105時間、70 コマ授業分の利

用と順調に増加していることが分かった。 
 
3.2 利用環境の状況 

公衆無線 LAN サービスの利点の 1 つは、い

つでも全国あらゆる場所において、特に生活で

利用することの多い場所を中心にアクセスポイ

ントが設置されている点である。このため、大

阪大学のキャンパスが設置されている吹田市、

豊中市、箕面市以外の場所以外でも対応するア

クセスポイントさえ存在していれば、全国のど

こからでも、またどの時間でもアクセスが可能

である。図 5 は、8 月および 9 月の近畿圏にお

けるアクセスポイント設置場所別の通信量の状

況を示す。 
 図 5 より、大阪大学の 3 つのキャンパス周辺

に居住する学生の利用が大きいことが分かるが、

一方、大阪大学全体の構成員として見た場合で

は、大阪市内で特に多く利用されていることが

示された。例えば、大阪中心部に向け出かけた

先の最終目的地や梅田などターミナル駅周辺に

おいて、比較的大きなデータ通信を実行するな

ど、公衆無線 LAN サービスならではの利点が生

かされていることが判明した。 

 

 
図 5: 通信量状況（近畿圏） 

 
 続いて、アクセスポイントが設置されている

場所（環境）ごとの利用率の調査も実施した。

調査対象として、au ショップ、オフィス・学校、

ショッピングセンター、レジャー施設、飲食店、

公共交通機関、公共施設、その他、といった項

目で分類を行った。図 6 は、9 月末までの利用

者が接続した近畿圏におけるアクセスポイント

が設置されている利用環境を示す。 
 

 



 
 図 6: 利用環境状況（近畿圏） 
 
 全体として飲食店（コーヒーショップやファ

ストフード店など）での利用が多いことが見受

けられた。この理由として、ある程度の時間滞

留してネットワークに接続して作業が行える環

境であること、PC やタブレットの利用がしやす

い場所であること等が考えられる。 
 次に特徴的な利用が見られたのが公共交通機

関である。今回の調査では、梅田から神戸まで

の阪神間（阪急線・阪神線・JR神戸線）、大阪か

ら茨木までの JR 線および阪急線、大阪市を中心

とした大阪環状線、キタからミナミへの大阪メ

トロ、またそこから接続される近鉄線といった

おおよそ 30分程度の鉄道移動において、乗車駅

や目的地、また乗り換え駅で接続が行われ利用

されていることが分かった。 
 さらに、8 月末に大阪府ではコロナ禍におけ

る独自の「大阪モデル」に基づく警戒水準を引

き下げることが決まり、飲食店などの自粛要請

も大幅に緩和されたことによる影響もあり、大

型のショッピングモールや観光施設への来客が

大幅に増えており、それに併せた形でこのよう

なエリアでの公衆無線 LAN サービスの利用も

増えたのではないかとも推察される。 
 
3.3 利用者の移動状況とその変化 

公衆無線 LAN サービスのもう一つの利点で

もあるアクセスポイントへの接続容易性と大容

量のデータ転送が可能な点についてである。こ

れについての検討として、実際に利用者が移動

した中で当該サービスを利用しているのかにつ

いて実際の利用調査を実施した。図 7 および図

8 は、それぞれ 8 月と 9月の利用者の移動状況

をより詳細に示したものである。 

 
図 7: 利用者の移動状況（8月） 
 

 
図 8: 利用者の移動状況（9月） 
 
図 7 より、緊急事態宣言が解除され徐々に府

県を跨いだ移動が緩和され、京阪神エリアでの

移動が増加していることが読み取れる。しかし

ながら、8 月は例年であればお盆休みなどでの

地域を跨いだ旅行が急増するわけだが、主に近

県での移動のみに限られている点がまさにコロ

ナ禍の中にある特別な夏であったことがこの結

果からも示されている。8月は、全国的に感染状

況が第二波とも言われるぐらい悪化し、関西に

おいてもその感染者数が過去最大を記録するな

ど再度の自粛を促す流れとなった。さらに、他

府県へ帰省する人、全国から関西へ帰省される

人も大幅に減ったことが多くのメディアで報じ



られた。その状況を示すように、大阪大学の構

成員の居住が多い京阪神エリア内、しかも比較

的短い距離移動において利用されていた。 
一方、徐々に感染者数が減少傾向に向かった

とされる 8月後半以降においては、図 8 が示す

ように、8 月と比較して遠距離への移動しての

利用が観測された。なお本実証では、その利用

について業務のみの利用と一切限定しておらず

プライベートで自由に利用してもらうことを前

提としていることから、例えば旅行や外出先の

ホットスポット等でも、ある程度のデータ転送

を行うなどのアプリを利用するなどの状況も見

られた。自宅以外で密とならない、いわゆるソ

ーシャルディスタンスが保たれている環境から

接続され始めていると思われる。これは一般的

に言われていることでもあるが、業務効率を上

げるためには場所を変えるなどの気分転換も時

には重要であることから、容易にどこからでも

インターネットに接続することが可能な公衆無

線 LAN サービスを活用することに意義がある

ことを示していると言えるかもしれない。 
 

3.4 利用者の行動変容 
 9 月末までの時点において利用者が接続した

アクセスポイントが設置環境の状況（全国）を

図 9 に示す。なお、この時点においては北海道

での利用が無かったため図からは省いている。 

 
図 9: 利用環境状況（全国） 
 

6月 19日より全国の都道府県を跨ぐ移動の自粛

が全国で緩和されたことや、7月 22日より開始

された GoTo キャンペーンの開始から、全国に

移動しての利用が顕著に見られるようになった。

図 10 は、利用者の移動状況（全国）を示す。図

10 からも、移動制限の緩和による出張や旅行に

よる地域を跨いだ移動が見られ、政府によるキ

ャンペーンの効果も影響していることもこの調

査結果から言えるかもしれない。 

 
図 10: 利用者の移動状況（全国） 
 
 全国での利用状況は、京阪神以外の利用では

関東地方、中国地方、九州地方という順になっ

ており、その主な利用場所は、飲食店が 7割程
度、次いで公共交通機関、ショッピングセンタ

ー等での利用であった。この結果からも、今ま

で近畿圏を出る遠距離での移動を控えていた人

たちが少しずつ意識や行動の変容があり、その

出先でインターネットを利用するという状況が

確実に増加していると言える。全国に展開され

て容易に利用可能な公衆無線 LAN サービスを

適切に利活用する事で、大学関係者を例にあげ

て言うとすれば学会出張や共同研究の打ち合わ

せ等で、公共交通機関のターミナル駅やコーヒ

ーショップなど主要なポイントにおいて、業務

や研究情報にアクセスできるなどの利点を活か

せるのではないかとも今回の実証調査から言え

る。 
 大学など全国の高等教育機関においては、



2020 年度後期の授業はオンライン授業のみな

らず対面授業と併用したハイブリッド型で進む

方向で動き始めている。しかしながら、まだま

だコロナ禍以前のような完全なスタイルに戻す

ことを前提とした現場対応は、学生や教職員の

通学や通勤時における不安なども含めて時期尚

早であろう。例えば、実家に帰省中の学生や母

国に帰国している留学生がオンラインで授業へ

出席することや、研究室ゼミ参加する状況は今

しばらく続くことになるだろう。この点におい

ては、特に学生たちの視点に立って環境を考慮

してあげることが最優先である。一方、学生の

みならず教職員に至っては、オフィスが密とな

らないように引き続きテレワークでの勤務も併

用した業務も積極的に組織一丸で進める必要が

ある。このような状況からも限られた予算の中

で通信費用の節約は重要な課題であり、その 1
つに大学において公衆無線 LAN サービスの利

活用はこれらの課題に対する可能性を持つ解と

言えよう。 

4 まとめ 

5G 時代の到来により今後成長することが予

測される新しい通信インフラを大学キャンパス

における教育・研究環境を支えるネットワーク

へのシームレスな展開を検討する上で、通信事

業者が提供する公衆無線 LAN サービスの学内展

開を見据えた検討を早期に進めていくことは重

要である。本共同研究では、コロナ禍における

大学のようなある程度教育が制約された環境に

おいて、Wi2 社が提供する公衆無線 LAN サービ

スを学内構成員に無償で提供し、その利用動向

および行動の変容について引き続き調査を行っ

ている。スマートフォンやタブレットを用いて

オンライン授業などの動画像といった大容量に

データ通信を連続的に行うことにより、例えば

LTE を対象とした一般的な通信契約では通信量

の限度を超えてしまうなど、インターネットを

利用したオンライン上で安定した教育・研究活

動を容易に維持できるとは未だ言い難い。 

そこで、通信事業者が提供する公衆無線 LAN

サービスを利用することにより、全国どこにい

ても主要スポットにさえ行けば大容量のデータ

通信が行えることは学生・教職員の安心にも繋

がると期待されるとともに、政府は新たにワー

ケーションと呼ばれる生活・仕事・学業等の新

たなモデルの検討を開始したところでもある。

もちろん、これらのスタイルを実際に取り入れ

るには通信インフラそのものの安全性を考慮す

ることは最優先事項である。本実証において活

用した Wi2 社が提供する「ギガぞう」は、公衆

無線 LAN サービスをより安全に利用できるよう

にするために今や必須とも言える WPA2-EAP 方

式を採用している。それだけでなく、Wi2 社の公

衆無線 LAN サービスのように利用可能なスポッ

ト数が多く、また公衆無線 LAN ネットワーク網

内を VPN 接続できるなどのセキュリティを強く

考慮した通信サービスであることが、利用者に

とっての安心を高める大きな要素となるはずで

ある。今後、大学などの教育機関において大学

だけで提供する通信サービスだけでなく、通信

事業者が提供する通信サービスとの連携をはか

る上では、そのサービスに対するセキュリティ

要件は切っても切り離せないものであることは

明白である。 
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